
農業EXPO

セミナー
スケジュール

11:00～11:25

12:00～12:25

北杜市内の有機農業者、50戸以上で年齢・経営面積・売上げ・就農年数
などのアンケート調査を行いました。

井上能孝/㈱ファーマン代表、2001年に北杜市へ新規就農。野瀬建/野瀬農園代表、2020年に北杜市へ新規就農。
北杜市フードバレー協議会は、「儲かる農業」を目指し、北杜市の農家・飲食店など「農」と「食」に関わる事業者
による横断的な地域運営ネットワークを構築するためにつくられた組織です。農家をはじめ多くの事業者が参加し、
農業の6次産業化や物流の効率化、新規就農者の支援等を行っています。また、農業でしっかりと生計を立てられる人
を増やすため、北杜市の農業を発展させて豊かな環境を守っていくために、情報発信やイベント等の活動を行ってい
ます。

北杜市版有機農業白書が示す、幸福と経済の両立モデル

北杜市フードバレー協議会 会員
井上能孝、野瀬建

13:00～13:25

製造業の元技術員だった私の独立就農2年目。
なりわいとして農業を選択した、私たち夫婦の飾らないリアルな声をお届けします。

山形県寒河江市に生まれ育つ。地元の自動車部品製造メーカーへ就職し、エンジン部品の研究開発をする技術員とし
て9年間勤める。同職場で夫と出会い、職場結婚。29歳のある時、家族に農家になりたい夢を語り、夫婦で1年間悩み
に悩む。収穫ボランティアをきっかけに農業の道へすすむ。2022年の脱サラ後、目指す農業の見本となる野菜農家と
のご縁を頂き、2年間の雇用研修で栽培技術を培う。2025年に山形県東根市にて独立新規就農し「よいやさ農園」を
開業。多様な農業の形のモデルケースとなるべく、日々奮闘中。

ゼロからの新規就農。天職と出会った私のあゆみ。

よいやさ農園園主（山形県東根市認定新規就農者、調理師） /山下弥生
宅地建物取引士 / 山下瑞貴

14:00～14:25

移住から米や野菜の自給・販売、ヤギやニワトリ飼育、DIYまで、実践例を交えて紹介

1973年生まれ。大学卒業後編集者を経てフリーライター。40代を前に都心郊外の住宅街から、茨城県筑波山麓の農村
に移住。昭和初期建築の古民家をDIYでリノベーションした後、丸太や古材を使って住まいをセルフビルド。田畑で自
給用の米や野菜を栽培し、ヤギやニワトリを飼い、冬の暖房を100％薪ストーブでまかなう自給自足的アウトドアラ
イフを実践する。著書に『一坪ミニ菜園入門』、『畑で使える！ 有機資材とことん活用術』（ともに、山と渓谷社）、
『増補改訂版 ニワトリと暮らす』（グラフィック社）、『家庭菜園の超裏技』（家の光協会）など。

できることから始める自給自足の農的暮らし

アウトドアライフライター
和田義弥
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農業に興味があるけど何から始めて良いかわからない皆さんにわかりやすく解説します。

1985年株式会社リクルートフロムエー（現(株)リクルート）に入社。人事マネージャーとして主に自社の新卒・中途
採用を担当、また営業として東日本営業部の部長などを経験。
2011年より農林水産省に向けて農業人材の確保について提案。その後地方創生や地方の農業人材確保に取り組み
2013年から農林水産省補助事業「新・農業人フェア」の責任者を担当。2020年に株式会社リクルートを定年退職後、
現在は「新・農業人フェア」のセミナー、地方行政の農業活性化事業に関わる。2024年4月に「難しいことはわかり
ませんが、50歳でも農業を始められますか？」を淡交社より出版

農業初心者のためのわかりやすい農業の始め方講座

農業キャリアコンサルタントAKUSYU（アクシュ）代表
深瀬 貴範

10:05～10:20

どのブースへ行ったらよいか迷っている皆さんに、農林水産省の補助事業を活用して、
就農のサポート体制を整備している出展者を紹介します。

★野菜や果樹の栽培技術を実践形式で研修できる
★スマート農業技術を導入して就農するための技術を学ぶことができる
★就農前後の資金や生活の不安を相談できる相談員を設置している
★実際の就農のイメージができるように就農ハンドブックやPR動画の作成、SNS等での情報発信
などの取組を行っているブースをご紹介します。これから新規就農する皆さんが不安なく農業を始められるよう、そ
して、始めた後も安定した農業経営ができるように各団体が様々な工夫をしています。ぜひお聞きください。

就農の第一歩は、このブースから！！

農林水産省
就農・女性課
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